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編集後記
第10号には7名の先生方から投稿がございました。中には本学の大学院経営学研究科博士課程の 
1名が含まれています。
本年度は次のことを徹底しました。
（1）査読を取り入れたこと、
もちろん今回が初めてではありません。いままでも何かと査読は行われていました。しかしこれを
一つの制度として学科内ではありますが投稿者の論文内容・専攻に最も近いと考えられる人に査読を
お願いすることにしました。必要な場合は2回行うことにしています。
（2）受付日と受理日を入れることにしたこと、
論文の投稿はすべての資格関係者に広く発表する機会を提供されることが大切です。これに対応し
て受付日と受理日を記載することによって査読付きの論文であることを示す必要かあります。しかし
これにも問題がないわけではありません。つまり身内の査読というとやはり限界もあります。といっ
て外部に求めるとなると時間と費用の問題が起こります。この点が今後の課題です。
（3）最後に若い先生方の投稿が少ないのが残念です。
学会に投稿する前に、まず研究紀要で試してみてください。若い先生方に一層の奮起を期待いたし
ます（筆：岡本）。
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